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★
星の会星の会
不登校を考える親の会

2014年1月23日(木）

（代表）加嶋文哉
〒876-0814

佐伯市東町12-15
0972-24-1669

第150号

★
★

★ （Ｅ-mail）toiawase@hoshinokai.net
(U R L)　http://www.hoshinokai.net/

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1 の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。
年会費は 2000円です

●会費は2014年の分だけで結構です。2013年以前の滞納があっても徴収はしません。
◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで
　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。
◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても良いです。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さい。
●星の会をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。
　長期に会費が未納の方は、退会の手続きをとらせていただくことがありますのでご注意ください。

を納めて下さい

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた
ラベルを見てください
封筒に貼られた
ラベルを見てください

２月例会

■第48回　別府例会　（通算532回）　

○２月１日（土）　19：00～21：00

○別府市社会福祉会館（駅前青山通り　ホテル白菊の裏）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　西田さん　090-7389-1577

○２月14日（金）　19：30～22：00

○広浦公民館　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　戸高さん　090-9792-7317　

■第196回　津久見例会（通算534回）

■第18回　豊後大野例会　（通算533回）　

○２月13日（木）　19：00～21：00

○豊後大野市役所（新庁舎）　会議室（2階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　佐藤さん　0974-22-0523

■第134回　大分例会　（通算531回）　
○２月１日（土）　13：00～16：30

○大分コンパルホール　視聴覚室（４階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　安部さん　090-8223-8250

会費

■第135回　大分例会　（通算535回）　

○２月21日（金）　19：00～21：30

○ホルトホール406会議室（4階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問い合わせ　中島さん　090-4516-3964

○昼の大分例会…３月１日（土）13：00～16：30

○別府例会…３月１日（土）13：00～16：30

○豊後大野例会…３月13日（木）19：00～21：00

○津久見例会…３月14日（金）19：30～22：00

○夜の大分例会…３月21日（金）19：00～21：30

次回
予告

変更する場合があるので、来月の会報で必ず確認して下さい

次号の会報発送作業予定日は、２月２０日（木）です

新しい年の

文献から学ぶ 不登校不登校不登校 5
　不登校の子どもたちは、まわりにある「まなざし」との

関係の中で「こんな自分ではダメだ」「今の自分で大丈夫」

と思うようになります。その「まなざし」とは、単に誰か

の視線だけではありません。その場の雰囲気や会話から感

じられるその人たちの意識なども「まなざし」です。

「まなざし」と自己意識

●他の人から投げかけられた「まなざし」が、暖かかったり冷たかっ

たりすると、自分自身についての意識にすぐこたえてくる。暖かい「ま

なざし」に囲まれていると何となく自信がついてくるし、また、これ

でいいんだという自己受容の気持ちも生じてくる。ところが冷たい「ま

なざし」にさらされると、一生懸命に頑張っていても、なんかこのま

まではいけないような、自信がないような気持ちになる。…いつのま

にかその「まなざし」そのものを自分の内側にとりいれてしまうとい

うことがある。つまり、他人の「まなざし」通りに自分自身をみてし

まっていることがあるわけである。

●それ（暖かい「まなざし」）が欲しいあまりに、相手の「まなざし」

に迎合したり、暖かい「まなざし」を受けることができるような仮面

をかぶったりすることにもなる。つまり、周囲の人に合わせ期待され

ている通りにふるまってみせるということがおこるのである。

●暖かい「まなざし」を求めて、あるいは周囲の人から理解され受

けいれられることを目指して自分自身をいつも規制していると、周

囲の人の「まなざし」にふれるということ自体が、しんどいこと、

疲れることになってしまう。…人の「まなざし」を意識し、人の視

線がいつも気になる、という生活をしていくと、心理的あるいは物

理的にその「まなざし」の受け取りを拒否して一人きりで孤立した

生活がしたい、という気持ちになるのである。自分のことを誰がど

う言おうと、どう見ようと、そういうことには無関心に自分の好き

なことをやっていきたい、という気持ちになってしまうのである。

●本当の意味での主体性を確立するには、やはり他者の「まなざし」

に依存しているだけではだめであろう。（中略）自分自身で自分を見

つめてみて、これでよしと言えるかどうか、そこを最終的に問題に

するような「まなざし」のもち方になっていかざるをえない。自己

意識というものが、そういう意味で、自分に投げかけられた自分自

身の「まなざし」によって支えられる、というところにまで深まっ

ていった時にはじめて、本当に自立したものとなるわけであり、ま

た真の主体性も確立するのではないか、と考えられるのである。

　ただここで一つつけ加えると、そういう形の主体的な自己意識は

怖いものである、ということを忘れてはならない。…主体性をもつ

ということと、人には通用しない（人と断絶してしまった）自分だ

けの自己規定を持つということとが、時に紙一重でしかないという

ことは、十分に考えておかなくてはならない問題であろう。

（梶田叡一著　「子どもの自己概念と教育」[増補 ]　

　東京大学出版会　1987 年　P82 ～ P97　引用）　


